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1.はじめに

由布火山は,九州北東部に位置する成層火山である.この火山の噴火活動は,九

重第 1軽石 (Kj-Pl:町田,1980)以前まで遡る (小林,1984).最新の噴火は,地

代溶岩と山頂溶岩の流出であり,山麓には block-andash-flow型火砕流と降下火山灰

が分布している (小林,1984;星住 ･他,1988;草薙 ･字井,1995;藤沢 ･他,2001).

この火山の周辺では,厚さ約 1m の腐植質土壌層 (腐植土)が発達している.この

腐植土には,上記の最新テフラのほかに,九重火山から噴出した段原スコリア (Kj-

Ds:KamataandKobayashi,1997)と鬼界アカホヤテフラ (K-Ah:町田 ･新井,1978)

が挟在している.本稿では,AMS法により測定した腐植土の 1℃ 年代を,テフラと

の層位関係を用いて年代学的に議論する.
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図 1 地点 1の位置図
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2.測定試料および方法

由布岳北麓の地点 1 (図1:北緯 33018′ 44〝,東経 131023′ 17")から炭化

木片2点と腐植土5点を採取した.地点 1での地質層序と1℃ 年代を図2に示す.こ

こでの層序は,地表から腐植土 15cm,由布北麓火砕流 (Yf-Npn)46cm,腐植土 19

cm,Kj-Dsを挟んで腐植土 15cm,K-Ah12cm,腐植土43cmである.Kj-Dsの層準

は,直径5mmのスコリア粒が点在する.測定試料はAAA処理した後,Kitagawaetal.

(1993)の水素還元法によりグラファイト･ターゲットを作製し,名古屋大学に設

置されているGIC製の加速器質量分析計 (Nakamuraetal.,1985;中村 ･中井,1988)

を用いて14C年代を測定した.試料から得たC0 2について,気体用質量分析計(Finnigan

MAT-252)を用いて∂ 13Cを測定し,同位体分別効果を補正した.得られた 1℃ 年代

(BP)からStuiveretal.(1998)のデータセットを使用して較正暦年 (CalBP)を求

めた.

Yf-Npn以下の層準については,体積7cm3 (層厚2.2cm)のキュービックにより

計 32点を連続採取し,含水率,堆積物密度,炭素 ･窒素含有量を測定した.採取し

た試料の湿潤重量を計量した後,定温乾燥器中で 60℃,48時間以上乾燥させて乾燥

重量を測定して含水率と堆積物密度を求めた.乾燥させた試料をメノウ乳鉢で粉砕

し,福岡大学理学部の元素分析装置 CN コーダー (ヤナコ分析工業,MT-700)を用

いて,炭素含有量 (C%)･窒素含有量 (N%)を測定した.
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図2 地点 1での地質層序ど4C年代 (BP)
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3.結果および考察

得られた 14C 年代は,層序とほぼ調和的である (図2).K-Ahの較正暦年は,直下

と直上で約7.3CalkaBPと5.7CalkaBPである.この1.6kyの時間間隙は,前者がK-Ah

の堆積,後者が腐植土の累積という関銭系成立の違いを示していると考えられる.

Kj-Dsについては,九重火山南東麓において直下で4300±270BP,直上で3570±110

BPの 14C 年代が得られており (KamataandKobayashi,1997),今回得られた 14C 年代

は直上のものに近い.このことは,Kj-Dsのスコリア粒がこの程度散在的に降下し

ても閉鎖系が成立しなかったことを強く示唆する.Yf-Npflから採取した2点の炭化

木片の 14C 年代はよく一致するが,直下の腐植土の 1℃ 年代はそれよりやや古い.こ

れは,腐植土の堆積速度が遅いため,腐植の付加 ･更新が不十分であったためと考

えられる.

深度一較正暦年関係図を図3に示す.得られた 1℃ 年代を単純に結ぶと階段状にな

る.これは,2種類の閉鎖系の成立が混在するためと考えられる.3枚のテフラが

示す較正暦年と地表から,6.8cm/kyの集積速度が得られる.腐植土の下限の 14C 年

代は,テフラ直上と同様のものであり,これらを結んでもほぼ同じ堆積速度が得ら

れる.これにもとづくと,この地点での腐植土の下限は13.5CalkaBPと見積もられ,
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図3 深度一較正暦年関係図
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図4 地点 1でのYf-Npflの下位の含水率,堆積物密度,

柱状図の凡例は,図1と同じ.
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14C 年代が示す 11.6calkaBPと1.9kyの年代差がある.これは,腐植土の形成開始

と閉鎖系の成立の時間差を示しているものと解釈することができる.正確な見積も

りには,堆積速度の変化や圧密の効果などを補正する必要がある.

堆積物密度,C%および C/N比を図4に示す.炭素含有量や密度の変動は,Yf-Npfl

や K-Ahに由来する火山灰の混入による影響を受けている.すなわち,テフラ直下の

約 10cm までは,当時の植物根などが貫入していたことを示す.厚さ 10cm は,今

回得られた集積速度を用いると,約 1.5kyの時間に相当する.この結果は,図3で

示された腐植土の形成開始と閉鎖系の成立の時間差 (1.9ky)とも大きく矛盾しない.
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Abstract

Yufuvolcanoisastratovolcanolocatedinnortheastem Kyushu,Japan.Thelast

eruptionistheeffusionofIkeshiroandSummitlavas,block-andash-flows(Yf-N,Yf-Spn)

andrelatedvolcamicash(Yf-I).Toevaluateradiocarbondatesofsoilsamplesbasedona

stratigraphicrelationwithtephralayers,Wecollectedanddatedtwocharcoalfragmentsand

fivesoilsamplesfromanoutcropatthenorthemfootofthevolcano.Thestratigraphyatthis

siteisblacksoil(thickness=15cm),Yf-Npn(46cm),blacksoil(19cm),Kuju-Danbaru

scoria(Kj-Ds)(Scattered),blacksoil(15cm),Kikai-Akahoyatephra(K-Ah)(12cm),and

blacksoil(43cm)indescendingorder.AfterAAAtreatment,graphitetargetswereproduced.

WemeasuredradiocarbondatesusingtheGICacceleratormassspectrometeratNagoya

Universlty,andtheywerecorrectedforcarbonisotopicfractionation,andcalibratedto

calendaryear.Obtaineddatesarealmostconsistentwithstratigraphy･Thecalibrateddatesof

soilsjustbelowandabovetheK-Ahareabout7.3CalkaBPand5･7CalkaBP,respectively.

Thetimegapof1600yearsindicatesthedifferenceofclosingtimeofeachcarboncycleof

layers;thefbmerindicatesthedepositionageoftheK-Ah,andthelatter,theaccumulation

ageofsoilabovetheK-Ah･OurnewdataonsoilsamplejustbelowtheKj-DSis3780士80BP･

Ontheotherhand,KamataandKobayashi(1997)reportedradiocarbondatesofsoilsjust

belowandabovetheKj-DSatthesoutheastfootofKujuvolcano,tobe4300±270BPand

3570±110BP,respectively･Thissuggeststhatasystemforcarboncycledidnotclosebythe

falloutoftheKj-Ds.Tworadiocarbondatesofcharcoalfragments(2090±80BPand

2010j=lu)BP)fromtheYf-Npnshowagoodagreement,adateofsoilsamplejustbelowthe

Yf-Npn(2560±110BP)isolderthanthemby500 14cyr.Theaccumulationrateofblacksoil

isestimatestobe6.8cm/kybasedonthesu血ceandcalibrateddatesofthreetephras･This

slowaccumulationratesuggeststhattheadditionandrenewalofsoilorganicmatterwere

inadequate.Usingthisaccumulationrate,theageofbasalpartorblacksoilatthissiteis

estimatedtobe13.5calkaBP.Itis1900yearsolderthanitscalibrateddate(ll.6CalkaBP).

Thistimelagcanbeinterpretedasthedifferenceofclosingsystem･
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